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船舶インシデント調査報告書 

 

                                平成２４年２月９日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  石 川 敏 行           

                            

インシデント種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２３年８月５日 １１時３５分ごろ 

発生場所 宮城県石巻市金華山
きんかさん

東方沖６５０海里付近 

（概位 北緯３７°３９′ 東経１５５°１５′） 

インシデント調査の経過 

 

 

平成２３年８月８日、本インシデントの調査を担当する主管調査官（横

浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

漁船 第八 恭
きょう

伸
しん

丸、１９.８２トン  

ＭＺ２－３２２９（漁船登録番号）、有限会社児玉水産 

１４.９５ｍ（Lr）×３.７０ｍ×１.４５ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１３９kＷ（漁船法馬力数）、昭和５２年５月 

乗組員等に関する情報 機関長 男性 ４５歳 

 六級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 平成２０年８月１１日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２０年８月１１日 

  免状有効期間満了日 平成２５年８月１０日 

死傷者等 なし 

損傷 主機排気集合管の破孔 

インシデントの経過 本船は、船長及び機関長ほか５人が乗り組み、紀伊半島東方沖の漁場で

まぐろはえ縄漁の操業を行っていたが、機関長が、平成２３年７月２１

日、主機の冷却清水量が減少しているのに気付き、点検したものの、漏え
．

い
．
箇所が不明な上、減少量が少なかったので、冷却清水を補給しながら操

業を継続した。 

本船は、８月３日ごろから冷却清水の減少量が増加し、８月５日１１時

３５分ごろ、金華山東方沖において操業中、減少量が著しく増加している

のを認め、運航不能と判断して海上保安庁に救援を要請し、来援した巡視

船にえい
．．

航されて宮城県仙台塩釜港塩釜港区の岸壁に着岸した。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：うねり 約１ｍ 

その他の事項 本船は、船体のほぼ中央に操舵室が、その甲板下に機関室が配置されて

おり、機関室には、中央に主機が、その前方両舷に発電用補機が設置され

ていた。 

主機は６シリンダであり、右舷上部に排気集合管が配置されており、排

気集合管は清水で冷却されるようになっていた。 

主機の冷却清水は、清水タンクから清水冷却器を通り、清水ポンプで吸

引され、潤滑油冷却器、ジャケット部などを冷却し、一部の清水が分岐し
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て排気集合管を通り、清水タンクに戻るようになっていた。 

主機が保有する冷却清水量は、約１２０ℓであり、主機付き清水タンクに

水位計が取り付けられていた。 

本インシデント後、排気集合管を取り外して点検したところ、冷却清水

入口部の排気側と清水側との間の壁部に直径約２～３cm の孔が認められ

た。 

主機は、運転中、冷却清水の圧力が約０.１８MPa であり、排気集合管内

の排気ガス圧力は約０.１２MPaであった。 

主機は、約２０年前に換装されていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

あり 

なし 

本船は、金華山東方沖において操業中、主機排

気集合管の冷却清水入口部の排気側と清水側との

間の壁部に孔が生じたことから、冷却清水が減少

して主機の運転を継続することができなくなり、

運航不能になったものと考えられる。 

 本船は、主機が約２０年前に換装されており、

主機排気集合管の冷却清水入口部の排気側と清水

側との間の壁部の孔は、経年劣化により発生した

可能性があると考えられるが、その状況を明らか

にすることはできなかった。 

原因 本インシデントは、本船が、金華山東方沖において操業中、主機排気集

合管の冷却清水入口の排気側と清水側との間の壁部に孔が生じたため、冷

却清水が漏えい
．．

して主機の運転を継続できなくなったことにより発生した

ものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・定期的に排気集合管の点検をすることが望ましい。 

 




